
○　目的

○　事業概要

　地域公共交通活性化協議会などを通じて、路線バス、タクシー、鉄道
各事業者と緊密に連携しながら、公共交通活性化施策を検討、実施する
ことで、今ある公共交通ネットワークを将来にわたって維持し、市民の
移動手段を確保することを目的とする。

拡充千円63,449

地域公共交通活性化事業

新規・拡充
継続の別

事業内容

－

令和５年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 63建設部　計画交通課

事業名

予算額

1219

　京阪バス（株）及び奈良交通（株）に関して、運行経費の一部を負担
することで、交通資源である路線バスを維持・確保するとともに、路線
バス無料の日の実施やバス待ち環境の改善を強力に推進することで、地
域の重要な移動手段である路線バスを守りつなぐための取り組みを進め
る。また、さらなる利便性向上を図るため、鉄道やタクシーを含めた本
市の公共交通全体の活性化に向けた取組を検討するため、地域公共交通
活性化協議会に補助金を支出する。

１　運行負担金額
　　奈良交通（株）　24,032千円
　　京阪バス（株）　27,500千円
２　バス停上屋の新設
　　5,000千円
３　バス停ベンチの更新
　　2,030千円
４　地域公共交通活性化協議会補助金
　　687千円
５　路線バス無料の日
　　4,200千円



○　目的

　本市において、「ソリデール事業（※）」を実施し、同居者のサポート
及び希望者同士のマッチング成立を目指す。

　※「ソリデール事業」とは、若者（大学生等）と高齢者（５５
　　歳以上のみの世帯）が同居・交流することで、若者に地域と
　　の交流や、地域への愛着を持ってもらう取り組み

○　事業概要

１　マッチング事業
　　高齢者と若者との異世代同居に向け、希望者同士のマッチングに取り
　　組む。　

２　サポート事業
　　同居者からの相談対応等を行う。
　　ソリデール希望者からの相談対応等を行う。

３　フォーラム
　　フォーラムを開催し、ソリデールをＰＲする。

４　相談会
　　ソリデールに関する相談会を実施する。（年３回程度）

５　家賃補助、改修費補助
　　空き部屋提供者に対し、家賃を定額補助する。
　　補助金は月額２万円。
　　　事業規模　３件

　　事業に供する住宅の同居のために必要な改修に対し、改修費用の
　　１／２を補助する。補助金の上限は１００万円。
　　　事業規模　３件

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺ソリデール事業

予算額 5,053 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部　開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

1341



○　目的

　安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の際、倒壊等の
危険性の高い木造住宅の耐震性の向上等を図り、地震に強いまちづく
りを推進する。

○　事業概要

・ 木造住宅耐震診断士派遣事業
　市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するとともに、その
診断結果に基づく改修のアドバイスや概算工事費の提案を行う。
自己負担額は３，０００円。

〈事業規模　　３０戸〉

・ 木造住宅耐震改修等事業費補助事業
　木造住宅の耐震改修等に要する費用の額の４／５を補助する。
　評点１．０以上（当分の間は０．７以上）への改修（本格改修）
は上限１００万円、簡易な改修の方法により耐震性を向上させるも
の（簡易改修）は上限４０万円。

〈事業規模　　本格改修　２０戸　　簡易改修　４戸〉

・ 木造住宅耐震シェルター設置費補助事業
　耐震性が低く、耐震改修が困難な木造住宅に対し、安全な空間を
確保する目的で、耐震シェルターを設置する場合、その費用の
３／４を補助する。上限は３５万円。

〈事業規模　　１戸〉

※　写真・イメージ図　など

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 住宅耐震化等促進事業

予算額 23,510 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部　開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

1341



○　目的

○　事業概要

道路改良事業　Ｌ＝２００ｍ
（Ｒ５実施事業　測量設計業務　一式）

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 杉ノ森大住線道路改良事業

予算額 10,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

　西八区内の抜け道利用が多い道路において、歩行者の安全性向上を図
るため、歩道整備の検討を行う。

1346



○　目的

○　事業概要

・河川改修工事　Ｌ＝２７０ｍ
（Ｒ５施工延長　Ｌ＝９０ｍ）

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 吉原川河川改修事業

予算額 61,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

　松井地区の治水安全性の向上を図るため、吉原川の改修工事を行う。

1346

R5事業箇所



○　目的

　中心市街地を含む田辺地区・東地区の治水安全性の向上を図るため、
防賀川から新西浜樋門への放水路区間の整備を行う。

○　事業概要

放水路整備事業
（Ｒ５実施事業　放水路整備工事　Ｌ＝１４０ｍ※左岸部）

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 新西浜放水路整備事業

予算額 80,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

1346

事業箇所



○　目的

安全で安心な市民生活を確保するため、当該地区にて排水困難地
 対策事業として排水路整備を実施し、排水困難地の解消を図ること
 を目的とする。

○　事業概要

排水路整備　L＝500ｍ
　（Ｒ５実施事業　排水路整備工事 Ｌ＝８０ｍ

　　　　　　　 電柱移設補償　Ｎ＝３本）

令和５年度　当初予算主な事業

事業名 興戸地区内排水路整備事業

予算額 61,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 － 1346



○　目的

　
○　事業概要

　測量及び設計業務　一式

　

　　　田辺公園ヒコーキランド

令和５年度当初予算　主な事業

事業名
みんなが遊べる公園環境整備事業

（インクルーシブ遊具等）

予算額 11,500 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　田辺公園ヒコーキランドを、障がいの有無に関わらず誰もが遊
べるインクルーシブ（包括的）な公園へ再整備するため、測量・
設計を進める。

　田辺公園ヒコーキランド一帯をインクルーシブな公園（障がい
の有無に関わらず誰もが一緒に遊べる公園）へ再整備するため、
遊具の更新に合わせ駐車場からのスロープ設置、みんなのトイレ
の設置などの整備に向けた測量や設計を行う。

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344



○　目的

　
○　事業概要

田辺公園テニスコート人工芝改修工事　Ａ＝２，０５０㎡

　

　　　　　田辺公園テニスコート

令和５年度当初予算　主な事業

事業名 田辺公園テニスコート人工芝改修事業

予算額 31,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 －

事業内容

1344

　田辺公園テニスコートについて、京田辺市公園施設長寿命化計
画に基づき、施設の更新整備を行い、利用者の利便性向上を図
る。



○　目的

　
○　事業概要

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業者への特定公園施設整備工事委託　一式

設計監理業務　　一式

埋蔵文化財発掘調査業務　一式

〇　公園のイメージ図
※イメージ図は、Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業者との協議により変更となる場合
　があります。

　

令和５年度当初予算　主な事業

事業名 田辺公園拡張整備事業（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）

予算額 155,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　Ｐａｒｋ－ＰＦＩ制度による民間活力を活用して、田辺公園を
拡張整備し、子どもから高齢者、障がいのある人など全ての市民
が交流する緑の拠点として、また障がいのある人が公園の管理や
運営に携わることで、社会的自立を支援する拠点となる農福連携
をテーマとした公園を整備する。

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344


